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　　第2図　鉱床附近概念図
①　鉱山事務所　　②　濫泉湿氷鉛鉱賑　　③　大瀧金鉱露頭

④大瀧水鉛露頭⑤汰瀧硫黄露頭　⑥金鑛第一坑
⑦金鉱第二坑⑧小瀧硫黄露頭 　⑨小瀧水鉛露頭
1⑩　金鉱高天原坑　⑪　岩苔小谷永鉛露頭

　金鉱床は一坑・二坑および高天原坑を

開坑しており，石英脈を追つて探鉱して

いるが，まだ良好な鉱脈は発見されてい’

ないQ当所において分析した結果に『タれ

ぼ，二坑引立の脈幅品位は下記の如し。

　Au：痕跡　，　A含：79／t

　　　　7．結　　言
　以上の記述の内より，探鉱に必要な事

項を列挙すると，　『

10交通搬出は不便である。

・20気候冷寒で，一年に4ヵ月しか稼動

　できない。

30水錯鉱床は黒雲母花嵩岩等を母岩と

　する含輝水錯鉱石英脈である。・

4。水錯鉱脈の走向およぴ傾斜は不規則

　であり，脈幅は5cm～20cmである。

5。水錯鉱床の品位および鉱量は未定で

　ある。
弓。硫黄鉱床は品位は良いが鉱量は少な

　いo　『
70金鉱床についてはまだ価値あるもの

が，まだ探鉱不充分であり，それらめ関係は不明である’，　は発見されない。・

と共に，まだ鉱量計算をする程に到らない。　　　　　　　一以上の諸項ならびに全般的事項から水鋸鉱床はさらに

硫黄鉱床は熔流型あるいは交代型と考えられるが，既　　探鉱の要があると考える。それには，温泉沢の各坑を鎚

kその大部分は浸蝕し去られて，2・30尾根上に数100t　押坑道掘進により探査し，富鉱体への逢着と共に全般的

程度残つているにすぎない。見込品位は40％前後とみ　　品位ならびに鉱量計算の基礎となる坑道を残す事が必要

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であろう。　　　　　　　　　　（昭和26年夏調査）
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北海道石狩炭田空知地区東部芦別区ノカナン地域地質調査第一次報告

沢　田　秀　穂暑　　小　島　光　夫暑

　　　　　　R6sum6
Preliminary　Report　of　Geologic　Surv命y’at　　　2．

the　Nokanan　District　in　Ishikari　CoaI

FieH，Hokkaiαo．

　　　　　　　by
　　Hideho　Sawata』＆Teruo：KOjima　　　　　3．

Spending　two　monthes　in　the　geologic

field　work　in　the　summer，．1950，at之he

Nokanan（1istrict　in　Ishikari　Coal　Field，Hok－

kaido，writers　reco倉nized　the　f6110wilng　factsl

1．、The　half　horst　of　Nokanan　Cretaceous

菅燃料部　　　　　　　　　　　　　　　　4．

has　the　trend　of　N－S．

In　both　si（卑es　of　the　horst，　there　are

foun（i　coa1－bearing　san（istone－mudstone

beds．　TheirgeQIQgic　ages　are　not　yet

known．

In　the　Quter　si（ies　of　these　coa1－bearing

beds，一there　lie　mudstone　beds　which．

may　be．correlated　to　the　PoronaiMud一．

st・nebedintheYubari、C・a1Fle1αH・k

kaido，　by　the　evidence　of　theilf　facies’

and　faunas　in　them．

In　the　northern　partof　the　Riverβorachi，
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地質調査所月報（第3巻第2暮）

　　eoa1－bearingsandstone－mudstonebed　lies

　　on　the　mudstone　described　in　item3．

　　In　this　bed　some　poor　coal　se孕ms璽re

　　found．

5．The　Penke　River　mudstQne　bed（the

　　upper－most　Tertiary　in　this　area）1ies

　　mconformably　on　the（iecomposed　ser－

　　pen亡ineattheRiveτ、Penke・Nearthe

　　base　of　this　mudstone　bed，there　is　a

　　characteristic　ro¢k　chiefly　composed　of

　　fragments　of　the　basal　serp6ntine　which

　・changesintoblack，ratherhardmudstone

　　in　short　distance，and　contains　Cη1σ賜ツs

　　aff．・co甑伽sづs，M670伽吻“o襯α一

　　％伽σ”，P60伽sp．，Posi擁σaff．040・

　　S召競s，αッoッ卿副ssp．』Mンだ1％ssp．＆

　　Balanidae（geμ＆sp・indet・）・

6。　On　the　characteristic　rock（1escribe（1　in

　　item5，the　black，rather　hard　mudstone

　　liesconformablywhich　containS　yol4iσ7

　　sp．＆ハ4σoo”zαsp．in　the　lower1｝Qrizons，

　　Co郷ヵio卿ρ妙ll瑚z加％”z伽擁NATHO・

　・RST　and　Fαg％sα魏ゆo∫露HEER　in

　　the　upper．

7．　The　mudstone　bed　atちhe　River　Penke

　・may　be　correlated　to　the‘‘Kawabata

　　Be（1”in　the　Yubari　Coal　Field　by　those

　　faunas　and　floras　described　in　items5

　　　　　　　　　　〆　　＆6．

地区において符い，また調査の必要上これら爾域の南方

周縁部の踏査も上記期聞中に行つたが，これら爾域に関

する報告は稿を改めて行うこととし，本報告においては

今回の調査によつて知られた資料の現在までにまとまつ

たものの概略を報ずるに止めるα

　本調査に当つては明治鉱業徳永上芦別鉱業所長，柴田

北海道支批地質課長はじあ同肚々員各位の好意ある援助
’
を
得
，
また北大佐々教授からは現地ならぴに室内におい

て種々高教を得た。また東北大遠藤教授は古植物同定の

労をとられた。ここにこれら各位に対し深甚の謝意を表

する。また古動物同定については本所大山技官，古植物

同定については同喜多河技官を労わした・なお本所三田

燃料部副部長は本域ならびにその周豫部につき数日の蓮

回，指導を行つている。

　　　　　　2．位置，』交通，地形

　本域は北海道察知郡芦別町に属し，国鉄根室本線上芦

別駅の東に接する面債約7㎞2の区域である。地域北豫

をペンケ川が，南隊に近く室知川がいづれも東から西へ

流れ，室知川は本威西端に「ノヵナンダム」があつて地

域内においては貯水池を成している。』室知川以南の地域

は北に緩斜する河成段丘をなし，同川以北は比高約300
‘
m
ま
た はそれ以下の低山地帯であり，この地域り西緻に

は1日塞知河道がある。ペンケ（ポロナイ）川および地域

中央部を西流して察知川にそそぐ天狗沢の爾川の沼岸に

はいづれも段丘がある。天狗山は海抜432・5mに達し，

本域内の最高峯であるが，これは後述するペンケ川泥岩

層の造崖性泥岩から成つていて，この泥岩の分布する区

域は地形が一般に比較的高峻である。

　道路は本域北鐵ペンゲ川に澹いトラヅクを通ずる道路

が本域東端に発して芦別町下芦別に到り，また南豫には

滝川一富良野聞の国道が東西に通じている。察知川には

　　1．　自的，精度，期問，その他　，

　本調査は昭和22年以降本所において

実施している石狩炭田北東周稼部調査Q

一・部であり，本地域の爽炭暦の賦況を明

らかにし，象た石狩炭田些東周豫部の地

質構造解明の一資料をうる爾を目的とし
　　　　　　　　　　　　こぽりた。地形図は本所露木時雨郎，小張孝爾

技官により米軍貸与の航塞爲眞をも利用　・

して1／5，000の縮尺を以て作られたが，

『第三紀層の露出は地域の一部を除いては

極めて不良のため地質図の精度は比較的

低い。調査期聞は昭和25年6月から約

2ヵ月間である。なお本調査に引続き明

治鉱業の受托調査を約一・ヵ月聞本域南隣
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北海道右狩炭由室知地区東部芦劇区ノカナン地域地賞調査第二次報告（択田秀穗・小島光夫》

　　　第1表　ノカナン地域暦序表（室知川北岸）
暦 序

沖　積　暦
河岸段丘堆積層

ペンケ川泥岩暦

？

広瀬沢泥岩暦

一断層？及整含～

天狗沢泥岩暦
ヘ
ー
断
　 暦～
ペンケ砂岩泥岩暦

一断　 層～
「上部菊石暦」

．蛇紋岩、類

時代

第四紀
〃

第三紀

〃

〃

1
〃

白璽紀
先ペンケ川
泥岩暦期

暦厚

m
1．5十

1．0十

350十

450十

350十

150十

，500十

岩　相

粘土，砂，礫

〃

黒色造崖性泥岩
含蛇紋岩片泥岩

含泥友岩団球次
色泥岩，砂岩お
よび砂岩泥岩互
暦を挾む

含泥次岩団球友
色泥岩

泥岩，砂岩，礫岩

化 石

Co卿μo％ψhy〃％勿”z側卿απ短NATHORST，

地g％sαnピψ曜JHEER，
Mα60卿α『sp．，yo履α“s噛蜘吻”，
Y．～sp。，ハ4θグ・εnα吻1‘‘hJ伽2α紹”，
Ch！‘z卿夕s　aff．　ooshめθ％sづs，　σh．　sp．，

0砂o卿副ssp．，Dos初毎aff．040sθ％一
s♂s，　硬ソ’μ％s　sp．，　Pθo’εn　sp．

ノ10」1‘z　sp．，Balanidae（gen．＆sp，indet．），

Coプ6’o％」α　～　sp．，　yセnθ2ゼσα7D44α　sp．，

Veneridae〈gen．＆sp．indet．），yo1－
4iαsp．，　Mθ’αsθ（μo如sp．，F㎎％S～sp．

∠40吻sp。，2〉観o％θ〃αρoプρκα加，
Tプoohooεプκh∫麗”¢zoα4P‘z犯％”¢，　γ窃zθグ」一

〇砂4≠αsp．，Yo！4如sp．，魚鱗，有孔虫

σoプ扉∂吻～sp，，Os加α9鰯漉s如，0．
．sp・，　植物イヒ石

暗友色泥岩　　、肋ooθ紹灘s　sp．

穫式地

ベンケ川（水本
沢ロー調査地域
東端聞）

天狗沢（調査
地域東端から下
流）

ペンケ川（水本沢
ロー広瀬沢口聞）

第2表・ノカナン地域暦序表（塞知川南岸）．
暦　序

沖　積　暦
河岸段丘堆積暦

上芦別泥岩暦

？
ノカナン砂岩
泥岩層

「上部菊石暦」

時代

第四紀
〃

第三紀

〃

白墓紀

層厚

m
1．〇十

5±

350十

250～

800～
1．000イ

岩・相

粘土，砂，礫

〃　、

含泥次岩団球
次色泥岩

泥岩，砂岩およ
び石炭

暗次色泥岩

化 石

ノloπαsp．，みπ躍ρ’α％6s　n。sp．，1〉％oπ’α

sp．，　　Tグoohooθプπh4π”2　　zo‘z4α％z‘卿，

7θ％θ7卿プ伽sp．，‘yo娩α溺如sθづ，

魚鱗，魚骨～

7死oo召プα卿髭s面．，A而oniteLてgen．＆
sp。indet，）、

模式，地

察知111ノカナン

ダム附近
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地質調査所月報（第3巻第2号）

渡船ならびに本域西隣に上芦別駅と明治鉱業上芦別鉱を

つなぐ木橋および軌道鉄橋がある。『ペンケ川流域と室知

川河岸との聞には若干の歩道がある。

　　　　　　　3．地　　質
　本域の地質は第1第2爾表に示した通りである。

　3．1・白璽糸己層

　暗友色泥岩から成り，中に石荻質レンズ，凝次岩等を

挾む。Zκoo6館卿％s，Ammonite等を含み，從察上部菊

石暦と称されてきている。．本暦の泥岩は後述の天狗沢，』

広瀬沢，ペンケ川およぴ上芦別各泥岩暦の泥岩と岩相が

酷似し，小さな露出においてはその区別に苦しむことが

ある。本暦は南北に走り，東に軍斜する。白璽紀暦とペ

ンケ砂岩泥岩層，ノカナ．ン砂岩泥岩暦および広瀬沢泥岩

層との闊係は確認されていないが，断暦または衝動では貸

な～・かと考え、られる0

　3．2ペンケ砂岩泥岩暦

　ペンケ川に澹い露出し，泥岩・砂岩および礫岩から成

り，炭暦を挾む。泥岩中にはしぱしぼ泥荻岩のレンズを

挾有し，また礫岩中には主として泥次岩の礫から成るが，

その他硬砂岩・泥岩等の礫をも有するものがあるらまた

砂岩中には海緑石様の物質の含まれる場含がある。本暦・

中の化石は第1表に示した通りである・

　3．3　ノカナン砂岩泥岩層

　室知川南岸に露出し，上芦別泥岩暦との関係は明瞭に

観察しうる所が少ないが，区域外において整合的にみえ

る所もある。本暦中には炭暦が含まれ，過去において稼

行されたことがある。

　3，4　上芦別泥岩暦

　ノカナン砂岩泥岩暦の西に接し，・本域外の「ノカナン

ダム」　『ド流に二おヤ・て　　7’プOohoo6グ幻h1％卿　　”θ4α％銘卿，

ハ7％o％」αsp．，　7θnθ7グo‘1プ‘！2σsp、，　yoJ4宛　z〃召如s4，y．

sp。，ノ4％〃ρ1α麗s　n。sp．，魚鱗，魚骨？，甲殻類の触角～，

有孔虫等を含むg本暦は岩相および化石上夕張地方の幌

内泥岩暦に類似する。

　3．5　天狗沢泥岩暦

　室知川北岸の天狗沢流域に分布する。岩相は含泥友岩

団球衣色泥岩である。次色泥岩は時に凝友質となり，ま

た暦理が明らかになる場合がある。本暦中には長径2m

以上に達する大きな泥茨岩団球が多数挾在する幣があ

り，これと同様の巨大な泥友岩団球を含む泥岩帯は調査

区械外の「ノカナンダム」附近および本域南方約12km『』

の芦別川麦流サキペンベツ川にみられる。天狗沢流域の

本暦最上部と考えられる部分には炭暦が・一暦挾在し，第

4図に示すようにその上盤には海線石を含む泥友質シル

ト岩が，下盤には炭色シルト岩がくる。この天狗沢流域

の本暦は一つの複背斜を成すもののようである。本暦は
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②　　　②海緑石を多く含む淡紅色泥灰質　　　　シルト岩、砂管状物あり
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　　第4図　央狗湿南岸072553辮点における淡柱図

．且・〃α＄P，，ノ〉6μ・紹〃岬・プ・轍α，τグ・・海・6θ励珈

徽4醐％粥，7θ％露oα74」αsp．，yoJ4宛sp．，『魚鱗，有

孔虫等を産し，また広瀬沢メにおいて実施中の本所試錐コ

ア［の本層に属するかと思われる部分からは∠40i勉sp．，

76耀短o館4宛sp，，YoJ認4sp．，有孔虫等の他蟹のつめ

を得，本暦はその岩相および化石上「ノカナンダム」附

近の上芦別泥岩暦と同様夕張地方の幌内泥岩暦に類似す

る。本暦と白垂紀暦，本暦と尺ンケ砂岩泥岩暦との関係

はいづれも不明であるが，恐らくは断暦または衝動と考

えられる。、本暦と広瀬沢泥岩層との関係は恐らく整含で

はないカ・と、思われる0

　3．6　広瀬沢泥岩層

　天狗沢以北に，水本沢源流の鞍部附近を中心と1して盆

状に分布する友色泥岩を主とするが，砂岩およぴ砂岩泥

岩互暦もレンズ状に茨有せられ，炭暦も蓬続性乏しく薄

いものでに多るが三暦知られている。上記本暦中に挾有

される一レンズ状の砂岩および泥岩は　Balanidae（gen・

＆sp，indet．）Coグ扉oz4α～・sp，，Veneridae　（gen。＆

sp．，indet．）および九州西彼杵炭田・北松浦炭田等にみ

られる』「介管」様のものを産する6

　3。7ペンケ川泥岩層

　上記広瀬沢泥岩層の東に接して存し，、山本沢西の山稜

から天狗沢第八支流におよぶ竹原沢向斜，水本沢東山稜

に南北に分布すると推定される蛇紋岩を軸とする背斜お

よび北々西一南々東方向に走る山本沢断暦およぴ水本沢

断層（いづれも想像断暦）等の構造線を有する地質構造を

示す。本層は上記蛇紋岩の岩片を含む暗次色泥岩と造崖

性暗友色乃至黒色の泥岩とから成り，時に礫岩の小さな

レンズを羨有する。含蛇紋岩片泥岩は蛇紋岩に直接不整

合に接ずる場合があり（第5図）また造崖性暗友色乃至

黒色泥岩に急激に移り変る所もみられる。これ等含蛇紋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
44一（100）



愛媛県優量鉱山物理探鉱調査報告，（陶山淳治・齋藤友三郎・杉山光佑）

　　　　　⑤

　　　第5図ペンケ川流域における（ペンケ川泥岩暦）と蛇絃岩との間の不整合

　　　①蛇紋岩葉片を瀞しく含む撮緑青色の脆弱な細～中粒砂岩
　　　②　帯青暗灰色泥岩　蛇絃岩の細かい破片を禽む厚さ1cm以下の砂岩の薄暦

　　　　を基底その他に激枚披む　③不整合面　④蛇紋舞塊
　　　⑤　幣緑灰色の粘土で芯に蛇紋岩が礫状に獲る　　⑥　帯線青1灰色の粘土と風

　　　　化して滑石化し匁角礫状蛇紋岩　⑦蛇絃岩

岩片泥岩およぴ造崖性暗友色乃至黒色泥岩は第1表に示

すような化石を産し，天狗沢泥岩暦および上芦別泥岩暦・

め友色泥岩とは岩相，化石のいづれにおいても相違す

る・しかして含蛇紋岩片泥岩と蛇紋岩との関係，産状，

該泥岩に含まれる化石等から考えると蛇紋岩は浅海にリ

ー7をなして存し，』これから生じた岩屑があまり遠くに

蓮ばれる事なぐ堆積したと考えられる。

　3．8概　　観
　　　　　　
　本域ならぴにその周縁の地質を概観すると，本域に露

出する白璽紀暦の地曼は南北方向に長く分布し，北方に

向つて沈降する。これをノカナン白璽系半地曼と名づけ

る。同系の露出は本域北稼以北にはみら

れないが，一油谷炭鉱地区の試錐によつて

同所においては比較的浅所に本系の存す

る事がしられている。この白璽紀暦の西

側には來炭砂岩泥岩層（ノカナン砂岩泥

岩暦）さらにその西側には上芦別泥岩暦

：が分布しこれらが「芦別向斜」の東翼を’

なす。ペンケ砂岩泥岩暦はノガナン砂岩

泥岩暦に岩相がやや類似し，いづれも若

干ρ炭暦を含み，あういは同時代の堆積

物かとも考えられる。しかしその中に含

まれる炭暦は現在あまり有望なものは知

られていない。天狗沢泥岩暦はやや深所

　の海底にできた堆積物と考えられる。広瀬沢泥岩暦中に

　含まれる炭暦は皆暦厚比較的薄く，連続性に乏しい。ペ

　ンケ川泥岩暦は天狗沢泥岩暦に比し，’』一般には浅所の堆

　積物で且餓度の低い環境の所産と考えられる。しかして

　本暦中にはまだ炭暦を見出していないg

　これを要するに本域内に露出する地暦中には有望な炭

　層の存在は現在までの処知られていないb間煙は白璽紀

　暦以外の地暦の下に有望な來炭暦が存在するかどうかと

．いう事になり，この問題については現在までの調査結果

・ではまだ解答をうるに至らない段階にある。

　　　　　　　　　　　　（臨和25年12月）
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Repoft　of　the　Geophysical　Prospecting

　at　Y皿y5Mine，Ehime　Prefecture．

by

　　　Suyama，Saito＆Sugiyama

We　performed　an　electrical　prospectipg

for　the　cupriferrous　pyritic　bedded　deposit

at　YuryδMine，Ehifne　Prefecture．　As　a

result，we　have　recognized　an　applicability

of　this　method　on　the　similar　deposit，and

sele¢ted　some　digging　points　for　affirm＆tion．

暑物理探鑛部

　　　　　　一要　　　約　 ［　　α
　いわゆる三波川系線泥片岩中に層状含銅硫化鉄鉱床を

胚胎する優量鉱山に対して，主に電気探鉱を，一部に試

験的に磁気探鉱を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　・

　その結果既稼行鉢床附’近に自然電偉降下が認められ，

「砥部川東岸の未開発地域には同様な自然電位降下を示す

負の異常地域が認められ，種タの現象から到断してこの

区域に試錐地、点を選定した。

　　　　　　真・絶　　言
　愛媛県伊予郡優量鉱山において，昭和25年7月おξぴ

11月に，主として電気探鉱を一部に試駿的に磁気探鉱を　・

実施した。その結果め概略をごとに報告する。

　本謂査瞳電気は季に杉山光佑が芝、磁探鉱は齋藤友三郎

が担当した。なお地質鉱床にっいては吉田，物部爾氏に

よる調査によった。
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